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H17a 重力マイクロレンズ現象を利用したブラックホールの探索
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我々の研究グループMOA(Microlensing Observations in Astrophysics)では、ニュージーランドのMt.John天
文台において、61cmの広視野望遠鏡と大面積CCDカメラを用いて大規模測光を行い、重力マイクロレンズイベ
ントの探索をしている。観測対象は銀河中心と大マゼラン雲方向で約１千万個の星を毎晩観測している。大マゼ
ラン雲方向の観測は主にダークマターの候補の一つであるMassive Compact Halo Objects(MACHOs)の研究を
目的とし、銀河中心方向の観測は主に太陽系外惑星の探査や、バルジ構造の解明を目的としている。
今回は、2001年の大マゼラン雲方向の観測から、イベントのタイムスケールが 200日程度の長期間のものを検
出したので報告する。また、このイベントについて Parallax効果を考慮して解析を行い、レンズ天体の質量を見
積もる。


